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【経営理念】

社会の構成員たることを自覚し、誠実に正道を歩む活動により、

社会が求める製品とサービスを提供し、会社の発展を通じて、

社員の福祉の向上と社会への貢献に努める
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NAGASE 経営理念
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連結売上高

9,449
億円

％

売上総利益 海外比率

取引企業数

社約

※2024年度実績

創業

1832
年

18,000

拠点数

2５ 101

49
％

自己資本比率

連結従業員数

7,４８４
名

社ヵ国・地域

業態

商社

プライム

市場区分 時価総額

約４,500
億円

※2026年3月17日時点

格付(R&I)

A＋

特許出願数

約1,500
件

NAGASEの概要
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1832～ 2010～1970～1900～

研究開発拠点の設立

食品素材ビジネスの本格化

製造・加工、研究開発機能の強化

NAGASEグループのグローバル展開

エポキシ樹脂の製造を開始 Story 4Story 3

海外有力メーカーとの取引を開始Story 2

染料の取り扱いから化学領域へStory 1

Story 5 林原(現 ナガセヴィータ)・Prinovaのグループ化

化学品の専門商社としての地位確立

6

商社の枠を超えてきた約190年の歴史
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1832～ 2010～1970～1900～

化学品の専門商社としての地位確立

染料の取り扱いから化学領域へStory 1

初代 長瀬伝兵衛

1832年、長瀬伝兵衛が京都・西陣で

「鱗型屋」を創業。天然染料を経て合成
染料の取り扱いを開始したことで、化学

業界での基盤を確立した。

1832年、長瀬伝兵衛が紅花や布海苔、

澱粉を扱う京都・西陣で「鱗型屋」を創業。

のちに、天然染料だけでなく、合成染料

の取り扱いを開始したことで、化学業界

での基盤を確立した。

7

https://www.youtube.com/watch?v=X4wDZ92IIAM
NAGASEグループのイメージソング「Safflowers」

紅花

商社の枠を超えてきた約190年の歴史
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1900～1832～ 2010～1970～

NAGASEグループのグローバル展開

海外有力メーカーとの取引を開始Story 2

輸入を通じて海外の製造技術を国内に持ち込む

チバ社    ： 化学

デュポン社    ： 塗料

チバ社    ： エポキシ樹脂

イーストマン・コダック社 ： 映画用フィルム※

ゼネラルエレクトリック社（GE社）：樹脂

機能素材

電子・エネルギー

モビリティ

加工材料

電子・エネルギー

機能素材

8

商社の枠を超えてきた約190年の歴史

※後にフィルム現像技術を半導体に応用
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1970～1832～ 2010～1900～

研究開発拠点の設立

製造・加工、研究開発機能の強化
エポキシ樹脂を製造開始 Story 4Story 3

1970年

チバ社と合弁会社
長瀬チバ（現 ナガセケム

テックス）を設立。

のちに完全子会社化

1990年に

ナガセR&Dセンター

(現 ナガセバイオイノベーショ

ンセンター)

2007年に

ナガセアプリケーションワー

クショップを設立
ナガセR&Dセンター

(現 ナガセバイオ

イノベーションセンター)

長瀬チバ(現 ナガセケムテックス ）

電子・エネルギー

機能素材
研究開発機能製造機能

9

Story 3 Story 4

商社の枠を超えてきた約190年の歴史
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2010～1832～ 1970～1900～

食品素材ビジネスの本格化

林原(現 ナガセヴィータ)・Prinovaのグループ化Story 5

林原（現 ナガセヴィータ） Prinovaグループ

2012年に林原（現 ナガセヴィータ）、

2019年には米国のPrinovaグループを買収し、
食品素材ビジネスを本格化

生活関連

10

商社の枠を超えてきた約190年の歴史
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機能素材

生活関連

電子・エネルギー

モビリティ

加工材料

自動車、電子機器、土木・建設、香粧品や食品関連など様々な業界に対し、
川上から川下まで幅広く事業を展開

11

５つの事業セグメント

※ セグメント別構成比の計算には、
その他・全社、連結調整を含まず

機能素材

18%

加工材料

14%

電子・エネルギー

22%

モビリティ

9%

生活関連

36% 2024年度
売上総利益
1,812億円
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●自動車や建築用の塗料原料

●半導体の材料

●建築用の断熱材原料

●自動車のシートのウレタン原料

●おむつの原料

機能素材セグメント

12

●化成品事業を基盤として高機能素材を提供

●塗料・インキ、ウレタン、半導体などの業界向けに事業を展開

強み

●長年維持してきた圧倒的シェアに裏付けられる
サプライチェーンマネジメント機能

●長年培った取引先との強固な信頼関係と業界・化学品
への深い知見

●グローバルネットワークや課題解決力、専門性

塗料・インキ用添加剤 半導体材料 ウレタン原料 SAP（高吸水性ポリマー）原料

身の回りの製品例
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加工材料セグメント

13

●OA機器や電機・電子業界を中心に幅広い業界に合成樹脂を販売

●ナガセアプリケーションワークショップとの連携で付加価値を拡大

強み

●技術的知見・情報やノウハウ

●サプライチェーンネットワーク

●アジアパシフィックでの充実したサプライヤーおよび
顧客基盤

樹脂ペレット 工業・土木用パイププリンターの筐体

●OA、PCなどに使用される樹脂

●化粧品容器やカップの樹脂

●工業用ホース、土木用パイプなど

身の回りの製品例

樹脂製のカップ
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電子・エネルギーセグメント

14

●半導体や電子デバイスなどの業界の潜在的なニーズを先取りし、

グループの製造機能を活用し、オリジナリティの高い製品を提供

強み

●商社機能とメーカー機能が融合した製販一体体制

●メーカーとしての技術力・開発力を背景とした
ソリューション提供

●顧客ニーズを的確に反映した商材探索・提案

変性エポキシ樹脂 ディスプレイ材料半導体材料

身の回りの製品例

●PC、スマホ、タブレットなどの液晶材料

●PC、スマホ、タブレットなどの電子部品材料

●半導体に使われる材料
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モビリティセグメント

15

●自動車の内外装の樹脂や、EV、ハイブリッド車用などの
カーエレクトロニクスに関わる商品を扱う

●自動運転社会の到来を見据えセンサー・電子デバイスへの事業展開を図る

強み

●幅広い商品群

●製品・技術の発掘力とグローバルサプライチェーン
構築力

●取引先との強固な信頼関係

カーエレクトロニクス
関連部材

自動車内装

身の回りの製品例

●自動車の内外装などに使われる樹脂

●車内エレクトロニクス用の製品

●自動運転用のセンサー部品

●電動化用の製品

●車載ディスプレイ関連部材

●リチウムイオン電池材料 など

自動車外装
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生活関連セグメント

16

●食品素材、香粧品素材、医薬品原料など景気変動を比較的受けにくい事業を行う

●ナガセヴィータとPrinovaグループを軸にフード事業の拡大を図る

強み

●業界トップクラスの顧客基盤とグローバルな事業基盤

●グループ内の商社機能、 製造機能、研究開発機能を
活かす総合力

●高度な専門知識を有する人財

食品素材 香粧品素材

身の回りの製品例

●食品に含まれる糖質

●化粧品の原料

●ビタミン、アミノ酸、甘味料などの食品添加物

●プロテインなどのスポーツニュートリション

●医薬品原料など

スポーツ
ニュートリション

中間体・医薬品原料
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度2023年度2024年度2025年度

（見通し）

営業利益 ROE

営業利益：億円 ROE：％

●２024年度は過去最高益を更新

●2025年度も増益見込みであり、ROE8.0％以上を目指す

業績の推移と見通し

17
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商社機能

パートナーとの課題解決
・ 情報の目利き力
・ 課題の探索とマッチング
・ グローバルネットワーク

研究開発機能

新素材の開発による
課題解決

製造機能

自社製品による課題解決
・ 独自の素材や技術
・ 製造、品質管理
・ 素材のカスタマイズ

ものづくりの課題を素材（マテリアル）で解決する会社

顧客・社会の
課題やニーズ

サステナブル
な社会の実現

19

NAGASEグループのユニークな機能
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20

●基盤事業である商社機能から生み出された経営資源や情報を注力・育成領域で活用する

●注力・育成領域に対する潜在的な投資額は約800億円

●中長期的な利益規模・利益率の向上を狙う

将来に向けた成長戦略

将来の収益源となる分野で、新たなチャレンジ
を進める

基盤

育成

注力領域と育成領域の強化に繋がるキャッシュ
と付加価値の高い情報を獲得

損失を削減改善

注力 注力領域の売上総利益を概ね倍へ増やす

（億円）

※ 2025年度より、Prinovaグループにおいて製造原価と販売費及び一般管理費の区分を一部変更しております。2024年度本決算時点では2024年度実績について変更後の概算値を

用いておりましたが、2025年度 第1四半期時点で確定値へ差替えております。

150 180
360

175 185

340

70
80

200

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

フード 半導体 ライフサイエンス

395 ４４５

９００
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注力領域

半導体

ライフサイエンス

特定分野の製造機能

フード
健康志向の高まり

フードロスに対する課題意識

AI用最先端半導体の需要増

環境意識の高まり

高齢化社会/健康志向の高まり

注力領域

主な製造機能 ビジネスの機会

注力領域について
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22

注力領域

半導体

ライフサイエンス

特定分野の製造機能

フード
健康志向の高まり

フードロスに対する課題意識

AI用最先端半導体の需要増

環境意識の高まり

高齢化社会/健康志向の高まり

注力領域

主な製造機能 ビジネスの機会

注力領域について

Copyright © 2026 NAGASE & CO., LTD.



【社会課題】

・世界的な健康志向の高まり

・フードロスに対する課題意識

• 食品素材、パーソナルケア素材、医薬品素
材などバイオテクノロジーをベースに幅広
い事業を展開

• 自社製造の機能性食品素材を含む多様な
素材ラインナップ

（自社素材：トレハ®、ファイバリクサ®、
ヘスペリジン等）

健康寿命の延伸

フードロスの低減
収益性の高い製造加工ビジネスを拡大する

23

フード分野の製造機能注力

引用元：Ⓒ Statista 2023のデータをもとに当社作成

• 拡大するスポーツニュートリション市場に対して米国Prinovaの
製造機能を活用してビジネスを展開

• 健康志向の消費者など新たなカテゴリーの開拓にも取り込む

• 食品素材における独自の調達力を活かし、北米、欧州に続き南米、
アジアへの事業拡大を進める

• ナガセヴィータが製造する自然由来の多機能糖質 トレハロースの
ビジネス拡大

• 成長性の高いスポーツニュートリション
市場との接点

• グローバルをカバーする販売網

• M&Aの経験とノウハウ

• ワンストップで調達から製造まで提供
できるビジネスモデル

225 220 270

150 180

360

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

基盤 注力

375 ４００

６３０

フード分野の売上総利益 （億円）
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米国ではマーケットが細分化され、利用ユーザー層も拡大

ユーザー層

一般生活者/スポーツ愛好家・ウィークエンドアスリート
（競技人口：中～大 × 摂取頻度・量：中～大）

プロフェッショナル/ボディビルダー・スポーツ選手等
（競技人口：少 × 摂取頻度・量：大）

スポーツニュートリション市場の動向

24

製品イメージ

Pea Protein
大豆アレルギー

対応品

Beauty
健康維持

美容と健康

GREENS
ビタミン等の

栄養素
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ブラジルにおけるフード事業拡大に向け Aplinova 社を買収

～グローバルサウスにおける顧客チャネル基盤の拡大へ～

NAGASE：フード分野の売上総利益 （億円）

Aplinovaについて

: ブラジル・サンパウロ

: プレミックス、フレーバー、着色料、粉末油脂等

の食品向け素材・加工品の販売・受託製造

: 本社、工場、物流センター

: 79名

スキーム

Prinovaによる全株式取得

買収の目的

✓ グローバル展開の一環として、南米市場を強化

✓ Aplinova社の顧客基盤1,000社超で顧客チャネルを拡大

✓ Prinovaグループのアミノ酸・ビタミンなどの販路を拡張

規模

✓ ２０３０年度の売上総利益約２０億円を目指す

Prinova顧客の南米展開を

Aplinovaを通じてサポート

所 在 地

事 業 内 容

拠 点

従 業 員 数

※ 2025年度より、Prinovaグループにおいて製造原価と販売費及

び一般管理費の区分を一部変更しております。2024年度実績も含め

当該変更による組替え反映後の概算値となります。

225 220 270

150 180

360

0

200

400

600

800

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

基盤 注力

375 ４００

６３０内、約20億円が本件

フード分野における投資

25
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Prinovaグループの業績推移と見通し

営業利益：億円 売上高：億円

2019年度の買収以降、売上高は倍以上へ成長

営業利益はNutrition事業が足元苦戦しており減益傾向も、2025年度は回復見通し

～2018年度
Prinovaグループ買収前
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820 866 
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営業利益 売上高
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ナガセヴィータのフード分野の事業

● トレハロース：キノコ類や酵母に含まれる天然の糖

食品に加えることで、品質を安定させるなどの効果を与える多機能糖質

和洋菓子や冷凍食品などに使用されている

ナガセヴィータが世界初のトレハロースの大量生産技術を開発

● 長年培った酵素利用技術とバイオテクノロジーを活用した自然由来の食品素材により、
食のサステナビリティを推進する

特に強みをもつ製品

でん粉老化抑制 野菜などの
変色の抑制

たんぱく質
変成抑制

トレハロースの主な機能

不使用 トレハ®使用
(生米に対して10％)

無処理 トレハ®10％
水溶液処理 不使用 トレハ®使用

(卵重量の３％)
不使用 トレハ®使用

結晶性

27
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注力領域

半導体

ライフサイエンス

特定分野の製造機能

フード
健康志向の高まり

フードロスに対する課題意識

AI用最先端半導体の需要増

環境意識の高まり

高齢化社会/健康志向の高まり

注力領域

主な製造機能 ビジネスの機会

注力領域

注力領域について
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【社会課題】

・AI用最先端半導体の需要増

・環境意識の高まり

最先端半導体の製造に
欠かせない高付加価値な

素材を提供

半導体分野の製造機能注力

生成AIサービスの普及で急成長している
最先端半導体市場において
高付加価値製品の販売をさらに拡大

29

引用元：富士経済のデータをもとに当社作成

• AIなど最先端半導体用の封止材で、業界標準の地位を確立

• 国内初となる半導体製造工程で使用された現像液を回収・再生す
るシステムを推進、拡大

• Rapidus株式会社の取りまとめ業者などで商権をさらに拡充、
海外展開にも活用

• 化学品取扱（運送・保管、輸出入）のノウハウ、サプライチェーン
マネジメントの強化

137 145
200

70 80

３００

0

100

200

300

400

500

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

基盤 注力

３３４ ３６０

５４０

半導体分野の売上総利益 （億円）

• 現像液の回収・再生事業
• エレクトロニクスやケミカルなどの領域で

独創的な技術を持つ製造会社

• 長年にわたり独自の合成技術・配合技術・
評価技術を蓄積

• 半導体の封止材等に用いられる変性エポ
キシ樹脂等の高機能樹脂

• 半導体や液晶製造の微細加工などで使用
されるプロセスケミカルの薬液

SN Tech
（旧） Sachem グループ

現像液

廃液
回収

再生
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Rapidus(株)の材料輸送のとりまとめなどにより

最新の業界動向を把握

海外への輸出拡大、海外品の輸入販売・当社主催のセミナーを開催

社外より140名が参加し、

  最新動向の共有と人脈を形成

・国内、海外の研究機関と連携
商社

その他
サービス
研究

グローバル

素材
&

サプライ
チェーン

製造

装置

ナガセケムテックスの液状封止材

は先端半導体用途での業界標準

これに続く次の業界標準の創出へ

戦略地域の拡大

日本・台湾・米国・欧州

・韓国・中国・インド（近い将来）

300社以上の半導体関連メーカー

との取引実績 半導体薬液リサイクルシステムを
業界大手のお客様へ販売
TMAH※の安定供給と
環境負荷低減を実現

※TMAHは全デバイスに使用される
材料で、「環境×材料」での重要な原料

半導体分野の強み

30
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半導体業界でのバリューチェーン

31

SN Tech

SN Tech

半導体パッケージ
– 後工程

半導体チップ
–前工程

シリコンウェハ 
– 前々工程

半導体材料

機能素材セグメント 電子・エネルギーセグメント

化
学
品

半
導
体
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AI用の最先端半導体向けの液状封止材で圧倒的なシェアを誇る

液状封止材半導体パッケージ

断面図

半導体の封止材におけるNAGASEの強み

A’

A

A’A

32
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国内初 半導体製造に使用される現像液の回収・再生を事業化

半導体メーカー

SN Tech
(東大阪第二工場）

Green Mobius System

TMAH※（現像液）

TMAH廃液

前処理 回収 濃縮
排水
処理

TMAHの原料
電解/精製

半導体用25%TMAH

NAGASEが社会とお客様にご提供するメリット

・ TMAH、水の再利用
・ エネルギー削減
・ 産廃処理削減

今後生産量が増加していく半導体業界に対して、製造プロセスによる

環境負荷低減へのソリューションを提供

※ 半導体やフラットパネルディスプレイの製造工程で使用される現像液

テトラメチルアンモニウムヒドロキシド

半導体製造プロセスにおける現像液の回収・再生事業

33
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注力領域

半導体

ライフサイエンス

特定分野の製造機能

フード
健康志向の高まり

フードロスに対する課題意識

AI用最先端半導体の需要増

環境意識の高まり

高齢化社会/健康志向の高まり

注力領域

主な製造機能 ビジネスの機会

注力領域について
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【社会課題】

ライフサイエンス分野の製造機能注力

35

引用元：Ⓒ Statista 2023のデータをもとに当社作成

安心安全なバイオ
由来素材の提供

・ナガセヴィータの素材・技術で医薬品、香粧品領域での事業を拡大

（AA2G®、プルラン、トレハロースSGなど）

・ナガセダイアグノスティックスの診断薬・診断薬酵素の海外への拡販推進

・ナガセダイアグノスティックスとナガセヴィータの酵素ライブラリの掛け合
わせによる新製品の開発

137 145
200

70 80

200

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

基盤 注力

２０７ ２２５

４００

ライフサイエンス分野の売上総利益（億円）

• 酵素利用技術とバイオテクノロジーを活
用した安心安全なバイオ由来素材を提供

• 食品素材の医薬品素材への用途展開を
推進

• 成長市場の診断薬分野での製品ラインナップ

拡充

• NAGASEグループのネットワークと統合し

販売拡大

• 高感度な酵素技術×NAGASEの研究開発力

で新製品開発

サステナビリティへの意識が加速する
ライフサイエンス市場において市場トレンド・
顧客ニーズに合った自社素材を提供していく

・高齢化社会・健康志向の高まり

・サステナビリティへの意識の
  高まり
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ナガセヴィータのライフサイエンス分野の事業

●AA2G®

●                  自然由来の安定型ビタミンCで、ビタミンCと酵素、でん粉が原料

● 国内外で、スキンケア化粧品に配合されている

●酵素利用技術とバイオテクノロジーを活用した安心安全なバイオ由来素材を提供

●食品素材の医薬品素材への用途展開を推進

特に強みをもつ製品

●トレハロースSG

●                  医薬品添加剤用のトレハロース

● 需要が高まる抗体医薬品の品質安定性向上に貢献

●プルラン

● 微生物が作り出す多糖

● フィルム形成性を有するため医薬品カプセル市場に展開

36
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137 145
200

70 80

200

2024年度

実績

2025年度

見通し

2030年頃

計数イメージ

基盤 注力

２０７ ２２５

４００

旭化成ファーマ㈱の診断薬事業などを買収

～酵素製造と販売網の拡大、研究開発でのシナジー～

NAGASE：ライフサイエンス分野の売上総利益
（億円）

対象事業について

: 静岡県

: 診断薬および診断薬用酵素の開発、製造、販売

事業。診断薬用酵素原料および医薬品原薬製造

: 大仁医薬工場と統括センター

: 205名

スキーム

旭化成ファーマ㈱が対象事業を会社分割（新設分割）した新会社の

全株式取得

買収の目的

✓ 成長市場の診断薬分野での製品ラインナップ拡充

✓ NAGASEグループのネットワークと統合し販売拡大

✓ 高感度な酵素技術×NAGASEの研究開発力で新製品開発

規模

✓ ２０３０年度の売上総利益約４０億円を目指す

専門人材と先端設備
高シェアで強固な顧客基盤

内、約4０億円が本件

所 在 地

事 業 内 容

拠 点

従 業 員 数

ライフサイエンス分野における投資

37
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エルゴチオネイン
✓アミノ酸の一種でキノコ等に含まれる天然成分
✓強い抗酸化作用を有し、高い安全性が担保されている

期待される効果は？

✓認知への効果 ✓肌しわ・シミの改善 ✓快適な睡眠

生分解性SAP
✓でん粉を主成分としながら、高い吸塩水性能を実現

石油由来品と同等レベル、他社の生分解性SAPの6倍超

✓土壌や海水での分解が可能

SAP(高吸水性ポリマー)とは？
高い吸水性能を有する高分子材料で、紙おむつや、農業、

  緑化分野や化粧品など幅広い分野で使用されている
石油由来品が主流で、環境負荷が大きいことが課題 ※2023年10月31日「日本経済新聞」へ出稿

抗酸化効果を持つエルゴチオネインの発酵法を用いた量産化を目指す

バイオ由来の高吸水性ポリマーの開発に成功、事業化を目指す

研究開発（バイオ技術）の取り組み
育成

38
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１．長瀬産業（NAGASE）について    

２．成長戦略

３．株主還元など

４．まとめ  
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従来方針 新方針（～2025年度）

配当

総還元
性向

自己株式
取得

100％ー

原則継続増配

政策保有株式の売却額を

上限とし、機動的に実施

原則継続増配
※変更なし

機動的に実施

●資本の増加を抑制し、ROE8.0%以上の達成を確実なものとするため、
202４年度、2025年度の限定措置として総還元性向100％とすることを決定

（ROE＝当期純利益÷自己資本×100）

株主還元方針

Copyright © 2026 NAGASE & CO., LTD.
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株主還元方針
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度(予定)

配当総額 自己株式取得 総還元性向

（百万円） （%）

1株当たり
配当額/円 90３３ ４０ ４２ ４４ ４６ ５４ ７０ ８０

※ 2025年度の期末配当金は、2026年6月開催予定の第111回定時株主総会に附議予定です。

100

総還元性向100%方針

▶ 2025年度の1株当たり配当金は期末配当を当初予定の５０円から５円増配し、中間45円、期末55円の年間100円を予定（16期連続増配見通し）

▶ 2024年度に引き続き、2025年度においても総還元性向100％の方針に変更なし

▶ 自己株式取得を200億円実施済

▶ 2026年2月に30億円の自己株式取得を決議（期間：2026年2月～2026年3月を予定）
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株式分割の実施

～2026年3月31日 2026年４月1日～

1単元＝100株
＝34万円

発行済株式総数：1.1億株 発行済株式総数：４.4億株

4分割

8.5万

●2026年3月31日を基準日として、2026年４月1日付で1株につき4株の割合で分割する
●最低投資金額を引き下げ、投資家層の拡大を図る

配当・株主優待
について

2026年3月31日を基準日とする2025年度期末配当・株主優待は、

分割前の株式数を基準に実施する

１単元

100株

約４０万円

１単元

100株

約１０万円
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2026年 株主優待
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●保有株数・継続保有期間に応じて、電子マネーを贈呈
●電子マネーは複数種類から選択可能

継続保有期間
半年以上3年未満 3年以上

保
有
株
式
数

100株以上
300株未満

電子マネー
（1,500円相当）

電子マネー
（3,000円相当）

300株以上 電子マネー
（5,000円相当）

電子マネー
（10,000円相当）

基準日：毎年3月31日
ご案内の発送は6月上旬

継続保有は同一株主番号で１００株以上の保有が条件

Copyright © 2026 NAGASE & CO., LTD.

2026年 株主優待
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２０２７年 株主優待

●保有株数・継続保有期間に応じて、電子マネーを贈呈
●電子マネーは複数種類から選択可能

継続保有期間
半年以上3年未満 3年以上

保
有
株
式
数

400株以上
1,200株未満

電子マネー
（1,500円相当）

電子マネー
（3,000円相当）

1,200株以上 電子マネー
（5,000円相当）

電子マネー
（10,000円相当）

基準日：毎年3月31日
ご案内の発送は6月上旬

Copyright © 2026 NAGASE & CO., LTD.

株式分割後202７年 株主優待 (下線変更箇所）

継続保有は同一株主番号で１００株以上の保有が条件
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成長性
フード・半導体・ライフサイエンス分野の製造機能、バイオ分野の研究開発機能にリソースを集中

注力・育成領域に対する20２３年度以降の潜在的な投資額は約800億円

ものづくりの課題を素材（マテリアル）で解決する会社

事業
内容

フード・半導体・ライフサイエンス・電子デバイス・モビリティ・化学工業市場における

ものづくりの課題を商社機能、製造機能、研究開発機能を活かして解決

安定性
自己資本比率49％（2025年3月末時点）

特定の市場・地域に依存せず、バランス良く収益を稼ぐ

株主
還元

2024年度、2025年度の2年限定で総還元性向100％を掲げる

2025年度の1株当たり配当金は中間45円、

期末55円の年間100円を予定 （16期連続増配見通し）

まとめ
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成長戦略と資本戦略の両輪で企業価値の向上を図る

株価の推移

（円） PBR：約1.18倍（2026年3月17日時点）

2026年3月17日終値
4,707円

2021年3月31日終値
1,729円

※PBR（株価純資産倍率）：株価が割安か割高かを判断するための指標。（株価÷１株当り純資産）。
上記PBR算出にあたって、株価は2026年3月17日終値を、１株当り純資産は2025年12月末時点を使用
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個人投資家向け
会社説明会

長瀬産業株式会社
証券コード：8012



当プレゼンテーション資料には、202６年3月18日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測
が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、実際の業績が
記載の予測と異なる可能性があります。

https://www.nagase.co.jp/contact/
■お問合せはこちらから

https://www.nagase.co.jp/ir/
■当社ウェブサイト 投資家情報ページ
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https://www.nagase.co.jp/ir/

	スライド番号 1
	INDEX
	INDEX
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	INDEX
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	Prinovaグループの業績推移と見通し
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	半導体業界でのバリューチェーン
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	INDEX
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	INDEX
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



